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地方都市における中高年者体力についてゆ3報〉

一一ローレル指数別にみた中高年者女子の体力一一

高 橋 a恒 雄

A Study on Physical Fitness of Adults in a Local City (No.3) 

一一 Onthe Physical Fitness of Middle aged women 
Classified by Rohrer's Index -一一

1. はじめに

我が国が近い将来，高令化社会に移行することが予想

され，中高年令者の健康，体力を始めとする諸々の問題

に関心が持たれて久しい。中高年令層の健康，体力など

に関する調査研究も多くが報告され，その現状が明らか

になりつつある。

著者は衣食住を中心とした人口の過疎，人口の都市集

中化による過密などの生活，社会環境による体力(形態

と体力〉の相違などを検討するため，比較的その生活と

社会環境において中庸的な状況にある地方都市に在住す

る中高年者男女の体力を文部省壮年体力テストを中心に

分析しその現状を考察1)2)してきた。その結果，加令に

よる変化は中高年層の場合，体力低下，いわゆる老化と

いうマイナス面が見られるだけであった。

しかしその老化の特徴は身体機能として測定された

項目が全て画一的，直線的に低下するわけではなく，老

化現象の著しい機能と緩やかな機能があること，また，

すべての被検者が同時に年令に対応した低下を示すので

はなく，倒人差の大きいことである。

個人差においては，一般に日ごろ体育，スポーツに親

しむ者，形態では，るい痩者，肥満者に対し，中庸的形

態の者が比較的優れた体力を示したことであった。

本報では年代別体力において被検者数が少なく一部結

論に資料不充分のそしりをまぬがれないのであるが，第

2報と同じく女子中高年層の各年令群を形態別〈ローレ

ル指数別〉に分けて中高年女子の形態(肥満度〉と体力

の関係，その特徴を考察する。
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2. 結果と考察

1) ローレル指数別による体力

算出した資料は被験者877名のうち女子420名について

年令別に形態をローレル指数値109以下・ 110~119 ・ 120

~129 ・ 130~139 ・ 140~149 ・ 150~159 ・ 160~169 ・ 170

~179 ・ 180以上の 9段階に分類し，形態・運動能力値の

平均値，標準偏差値， Tスコア値であり，表1，表2に

平均値，標準偏差値を，図 1に年令を考慮に入れない全

年代のローレル指数別の運動能力のTスコア値を図示し

た。

身長(表1，2}でTスコア値50以上はローレル指数

140~149群以下でローレル指数の小さい群が身長大とな

っている。体重ではTスコア値50以上はローレル指数

150~159群以上の 4 群で身長とは逆に肥満者ほど身長が

小になっている。これは男子2)と同様で，るい痩者は身

長が大で体重は少危い，肥満者は身長が小さく体重が大

となり，身長で13.8cm，体重では21.3kgの差となってい

る。

機能では男子2)の場合， Tスコア値50以上に肥満指数

(160以上〉を凌駕する群も握力を除く他の測定項目に

認められ，身体機能が体重の要因以外の因子にも左右さ

れるものと思われた。そのパター γは波状的で複雑多様

な様相にあったが，女子の場合〈図 1)Tスコア値50以

上を示したのは反復横とび，ジグザグ・ドリプルではロ

ーレル指数 140~149 群以下，垂直とぴは 130~139 群以

下，念、歩150~159群以下，握力は150~159群以上と明瞭

に分離され，体重の要因により多く身体の機能が左右さ

れていることが明らかである。

なかでも反復横とび，垂直とび，急歩は体重増加とと

もに著しい低下をみせており，特に垂直とぴはローレル
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指数値の大きな群での機能低下している現象は急峻であ

り，また，各年令別ではそれほどの差が認められなかっ

た急歩は，ローレル指数別になると能力差は大きく，る

い痩者と肥満者の持久能力は生理的な運動特性から推察

しても明らかなものとなっている。

鍾力ではローレル指数の増加とともに漸増を示してい

るが，男子2)に見られたほどの急増はなく，ローレル指

数109群をのぞけばTスコア値で51点から 49点の範囲の

差にとどまっている。

総じては男子と同様に体重に影響される機能差は明確

で，ローレル指数110-119.120-129. 130-139群の比

較的，中庸型の体力が優れている傾向にあり，加令によ

る機能低下に較べると体重による機能低下の割合は曲線

勾配1)にして括程度の角度となり，人閣の老化は加令に

よるところが大きい様相にある。

2) ローレル指数による種目別体力

30才から59才までの全被検者につき，種目別のTスコ

ア値を算出し，図示したのが図2-図7である。これよ

り年代別，ローレル指数別の種目ごとの体力を検討する

と，全般的にTスコア値を結んだ波状曲線の上下変動が

大きい場合は極端なるい痩，肥満群で例数の少ない群と

ス

コ

401-;t 
垂 挺

~II. 茸正
横
と と

ぴ u" カ

高令群では著しい様相を示した。これは多数の被検者の

平均値ではなく，一個人の値に近いため，その体力の優

劣が直接表面化されるためであると考えられるので，例

数が少ない数値は無視するわけではないが一応除外視し

て考察を進める。また，高令群では体重以上に体力の個

人差の影響が大きくなっている結果と思われる。

反復横とぴ(図2)は男子に比較2)し，全被検者のロ

ーνル指数別による機能低下は大きく，同年代において

も体重が大になるほど減少する傾向が顕著で，体重増加

に比例して敏捷な動きの出来ばえが低下していくことが

明らかであり，波状曲線の上下変動が50-54才.55-59 

才の両群に著しいのも加令するほど敏捷な動きに対する

個人差も大きくなることを物語るものである。

垂直とび(図3)は体重の上下移動という抗重力的な

運動であり強力な筋力を必要とするため，体重の大なる

者，高令者には難かしい種目である。体重増加に伴なう

Tスコア値の得点も反復横どび，ジグザグ・ドリプルな

どに比べて急激な減少を見せ，体重要因に左右される例

であり，他種目に比べて各年令ともに一様なパターンで

低下を示している。

援力(図4)はローレル指数値120-129群.180群で

Tスコア値が散るが例数の少ない結果と推察される。中
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図1 ローレル指数別運動能力
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表1 年令別・形態別運動能力

年令 30 - 34 35 - 39 40 - 44 

項 身 体 ロ 霊 握

第
急 A 口 身 体 ロ 垂 握

ザザクブリドー

急 メc弘、 身 体 ロ 霊 握 急 メ匹S3、
ロ 直 計 直

得計 直
点計l 目 レ と 得 レ と レ とレ

Jレ襲
長 重 Jレ ぴ カ Jレ歩 点 長 重 Jレ び カ Jレ歩 点 長 重 )(.1 び カ 歩 数

cm Kg 回 cm Kg 秒 秒 点 cm Kg 国 cm Kg 秒 秒 点 cm Kg 回 cm Kg 秒 秒'点

n 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

1王 163.5 421 96 怨 42 28122.5 4あ 田 153.0a.o 1郎 411 44 29.5 1官54お陣。
1ω σ 
. 
110 n s s 31 3 s 31 3 31 3 31 3 31 3 s 31 3 31 3 
S I x 1ぬ3μs 1000 S'Z3 43.7 30.2 181 471 7&3 154.7 42.3 114.3 41.3 38.3 忽81'Z 2 復古 33.7 
119 σ 3.3 2.1 94 5.9 3.9 1.6 3.1 1'Z 5 14.4 2.4 3.7 邑91.3 4.0 1.7 1.6 忽12.9 

12) n 221 22 221 22 221 22 忽忽 22 161 16 16 161 16 161 16 161 16 51 5 51 5 51 5 51 5 5 

S I x 1民54'Z4 126.2 3&7 a2 29.0 186 475 73.4 154.9 46.7 l.2i4 4U4 361 269 183 472 '忍615邑44'Z2 l.2i4 40.6 368 ZZO 180 478 72.8 
123 σ 4.2 4.1 2.6 5.7 'Z9 4.4 2.1 30.5 12.2 5.3 4.9 2.4 3.9 3.5 3.3 1.9 32.0 99 2.3 2.1 1.7 5.7 3.8 2.3 1.5 29.2 10.5 

100 n $1 $ $1 $ $1 ~揖 $1 $ E田 沼沼 281 28 281 28 忽忽 28 71 7 71 7 71 7 71 7 7 

i王 155.0 50.1 134.4 a6 3'Z8 盟主4183 必775.6 15帥 52.2 134.9 4U2 35.2 鈍 6192 472 73.8 156.3 50.9 134.6 3'Z9 35.9 ZZ5 2n8 471 億 6

1鈎 σ4.6 4.4 2.6 4.4 5.7 3.5 2.2 3Q.4 10.2 4.1 4.4 2.6 4.8 色22.7 2.2 30.6 12.6 旦24.0 3.8 4.9 5.4 3.6 4.9 29.3 1&6 

1401 n 411 41 411 41 411 41 411 41 41 001 aぬ 001 00 初釦 鉛 E目 00 四 19 191 19 191 19 四 19 19 
1王 155.4 53.6 148.4 ao 361 忽 6188 必認72.6 15邑954.4 144.3 富町 3&8 28.3 189 4あ72.7 1鼠 S51.9 148. 7 3'Z9 31.3 28.0 196 4a 64.4 
149 σ 3.8 3.4 2.7 4.1 邑24.0 2.1 50.7 10.5 4.0 4.4 2.6 3.8 81 3.2 2.2 32.9 11.2 3.9 4.4 2.7 5.3 邑93.4 2.6 386 13.1 

1001 n 181 18 国 18 181 18 181 18 181 96 961 ::賠 961 36 おお おお 181 18 181 18 181 18 181 18 18 

i王 152.4 54.8 154.1 3'Z6 34.2 28.1 189 信170.1 154.4 56.5 158.3 385 35.4 29.0 192 4ffl 71.9 15Q.9 53.1 お4.135.9 31.7 29.5 21.0 必見63.1 

100σ &3 邑5 2.8 3.0 4.4 3.2 1.9 3'Z2 且6 3.3 3.6 2.6 4.5 邑83.9 2.4 84.6 10.8 4.5 邑2 2.6 &3 τ7 5.6 3.5 381 24.9 

1ωn 121 12 121 12 121 12 121 12 12 161 16 161 16 161 16 161 16 16 91 9 9 91 9 91 9 E ‘ 9 

i王 153.1 民6165.0 383 34.3 30.9 192 007 7Q.0 152.1 5'Z9 162.9 382 35.1 29.1 2n0 lOl 70.4 154.6 ぬ8164.3 362 31.7 30.4 21.1 005 000 

1旬 σ 4.1 4.6 &0 4.7 5.6 3.9 3.0 22.4 I&C 4.0 邑1 2.9 3.1 5.1 4.7 4.7 487 14.4 5.0 &2 3.1 5.8 4.4 4.6 2.5 261 15.2 

1701 n 6 6 6 6 自 6 6L 6 6 31 3 s 31 3 31 3 31 3 61 6 61 6 61 6 61 6 6 

王 152.5阻.8174.3 ~3!363 29.9 190 479 74.0 149.3 5'Z0 170.3 34.7 怨728.2 195 496 59.0 149. 7 58.2 173.3 31.3 2&2 怨S23.9 日II55.3 

179 σ 2.5 2.8 2.6 &0 3.0 24.3 14.5 邑6'Z1 0.5 5.4 92 1.9 0.4 29.4 12.0 3.9 4.4 3.8 &0 4.4 4.0 &9 43.2 1&8 

一-
1001 n s s 31 3 31 3 31 3 s 61 6 6 61 6 61 6 61 6 51 5 51 5 51 5 51 5 5 

i王 149. 7 63.3 18Z7 32.7 24.7 267 23.5 回443.7 151.3 64.5 185.5 a.5 主砲5忽619."5 400 70.5 15Q.4 63.0 134.0 34.0 31.0 31.0 22.1 4a) 000 
σ 4.5 &3 'Z6 1.7 3.9 4.1 2.3 33.2 1ゑ7 4.2 邑6 4.1 2.9 4.1 2.4 1.8 邑2邑9 4.3 4.9 3.6 1.7 邑94.2 2.8 1&4 邑2

会 n 131 131 131 1忽 181 131 131 131 131 138 138 la! 138 188 1お 1鑓 la! la! 自91 00 @旬 001.00 飽@ @ 

王 154.652.9 143.8 ~7 361 28.8 1&8 鋸E72.3 154.8 弘 S146.5 a.3 35.6 29.0 191 475 72.4 152.8 凶.1151.8 96.3 31.7 忽82n8 4a 63.0 

体 σ 4.7 &3 15.8 4.6 'Z3 4.0 2.4 31.8 12.6 4.4 &2 15.2 4.3 fi4 3.7 2.6 錦、811.4 4.8 fi4 1&3 邑1邑54.6 3.9 96.9 1&7 

庸な形態群ではTスコア値50を中心に集中している傾向

を保ち，男子に認められた2)体重大なる者が握力が大で

あるという体重増加に伴なう急峻な握力増加の傾向はな

く，波状曲線の上昇勾配は緩い。これは女子の日常での

運動不足と体重大ということが筋肉ではなく体脂肪によ

って占められているものではないかと推察される。
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表2 年令別・形態別運動能力

年令 45 - 49 50 - 54 55 - 5'9 

項 身 体 ロ 垂 -擾|拶~l! 急
メ日当、 身 体 ロ

ロ 直 計
l 目 レ と 得 L〆
レ
長 重 )11 び カ 歩 点 長 重 Jレ

Jレ義
cm K9 回 cm K9 秒 秒 点 cm ~ 回

n 

1王
1ωσ 

110ln 

1王
119 σ 

1ID n 31 3 31 3 31 3 31 3 s 

S I X 153.0 48.3 1215 29.0 23.3 24.5 23.1 513 45.0 
129 σ 2.2 17 2.5 4.3 邑218 2.9 9.0 9.4 

1鈎 n 51 5 51 5 51 5 51 5 5 21 2 21 2 

S Ix 155.4 002 ~邑433.6 29.8 28.3 19. 6 412 磁8153.0 4'Z5 134.5 j4uo 
la σ 5.3 邑7 a4 5.2 2.6 2.2 2.6 33.6 10.8 1;0 0.5 2.5 &0 

140 n 101 10 101 10 101 10 101 10 10 61 6 61 6 

i王1弘153.1 .45. 7 34.3 28.7 盟主1213 479 58.0 15LO 002 145.2 33.5 
149 σ4.2 5.2 2.7 4.6 4.7 &6 2.3 34.7 9.5 Ll 15 &2 4.9 

J.OO n 61 6 61 6 61 6 61 6 6 51 5 51 5 

1王152.7 54.3 成834.8 29.8 26.6 217 4泡5'Z 2 151己8556 153.8 33.9 
1lD σ 2.8 &5 12 5.2 5.8 &5 &7 45.2 10.3 &3 4.6 &1 6.2 

160 n 61 6 61 6 61 6 61 6 6 21 2 21 2 

1王149.5 555 65.5 35.0 32.8 $8 1且T48) 6&2 1000 555 164.5 28.5 
100 σ 6.0 邑2 2.6 'Z2 5.2 2.9 L5 34.6 1&6 0115 2.5 0.5 

170 口 101 10 101 10 101 10 101 10 10 31 3 31 3 

i王152.0 白血91沼 53&6 2'l7 2'l9 19.0 5a 5L1 1513 59.6 17&6 310 
179 σ 2.8 4.2 &9 4.4 4.5 2.8 &0 38.8 15.2 LO 17 2.4 &6 

18:> n 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 2 21 2 

i王1550 6&0 182.0 3'Z0 3&0 30，0 1'Z0 5zl 00.0 144.0 5&5 196.0 23.5 
σ 010.5 2.0 0.5 

全 n 41 狙 411 41 411 41 411 41 41 211 2) 2)1 2) 

x 1152.8 54.5 1弘S3&8 29.0 2'l4 忽_0002 $2 1510 54.1 1尻632.4 

体 σ 4.4 6.8 16.3 邑45.41 &2 &5 48.3 1& 1 &1 4.8 1'Z 4 6.0 

ジグザク・ドリプル(図5)は反復横とびに類似した

波状曲線を示し，男子2)に見られた波状曲線の平坦化は

感じられず，ローレル指数値の大きい群ほど低い値を示

垂 握 急 メ~、 身 体 ロ 垂 握 急 il 、
直 計 直 計
と 得 レ と 得
び カ 歩 点 長 重 Jレ び カ 歩 点

cm ~ 秒 秒 J~. cm K9 回 cm K9 秒 秒 点

1 1 1 1 1 1 1 1 1 

1$0 4Z0 124.0 忽 0210 26.5 32.0 004 22.0 

21 2 21 2 2 41 4 41 4 41 4 41 4 4 

28.0 2'l0 213 ヨa00.5 15:己54'Z0 13'i.0 34.2 $5 23.1 23.5 ra 44.0 
10 -10 0.8 2D.0 2.5 2.1 0.7 2.9 邑55.7 2.7 &9 $4 19.t 

61 6 自 自 6 61 6 61 6 6 自 61 6 6 

2'l2 25.9 21& 4地52.2 152. 7 517 146.0 同4.3忽 S219 3&9 箆詑3L7 

4.6 2:0 &6 1& 1 14.3 2.6 2.9 2.9 4.6 邑12.8 4.9 ぬ815.0 

51 5 51 5 5 41 4 41 4 41 4 41 4 4 

25.8 2日 忽 2日845.6 154.5 尻81$3 院825.5 23.6 24.5 514 38.3 

'Z8 2.0 5.2 6L8 1且6 2.6 &9 &0 &7 &6 &4 &0 219 &6 

21 2 21 2 2 51 5 51 5 51 5 51 5 5 

24.5 2'l0 忽 54到5必とO153.8 58.4 1616 12'l0 2D.8 215 28.8 阻 宮ZO

且54.0 2.4 75.0 01 2.7 2.6 1.0 4.5 6.7 4.5 邑21L3 111 

31 3 8 31 3 

25.7 2'l2 忽 0524 48.0 

2.1 101 1;4 1&7 &8 

21 2 21 2 2 

210 臥526.1 組 26.0 

'ZO 且5&1 国10'ZO 

2)1 2) 211 21 2) 211 2) 2)1 2) 211 20 211 20 21 

25.7 陣2忽 6怒沼46.4 153.5 53.4 4&7 j29.3 忽 8rz2.S 2&6 思詑33.8 
邑62.21 &8 4&2 15.5 2.6 5.3 114 邑56.0 &6 6.0 40.4 15.2 

す傾向にあり，年代によってはTスコア値の波状曲線が

上下に大きく揺れ動き，ジグザク・ドリプルのような全

身の協応反応による敏捷動作は，その成否に複雑な要因

秋田高専研究紀要第11号
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種目別能力の T スコア
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年代別運動能力の T スコア
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を含み，体重増加に伴なう機能低下は体重大による敏捷

動作の阻止と併行してスキルなども関連してくるものと

推察される。

急歩(図6)は歩，走など日常動作からくるトレーュ

γグ性により，加令に{半なう機能低下はそれほど著しい

ものではなかったがり，ロレール指数別による急歩の機

能減少は垂直とびと並んでマイナス方向へ著しく，男

子2)と同様に急下降の曲線を示した。全般に45-49.

50-54. 55-59才代の高齢群，各年代における体重大な

る群でTスコア値の上下変動も大きくなる傾向を示し，

急歩の能力低下はローレル指数の増加とともに一過的に

減少するのではなく，他の機能と同様な波状型を示し，

体力の増減という現象のもつ非直線性，多様化を示して

いるものと推察される。

合計点(図7)は体力の総合的な優劣を現わすもの

で，各年令群ともローレル指数値が増加するほどTスコ

ア値は減少し，全体として体重増加にともない身体の機

能は明瞭に低下を示し，極度のるい痩と同様に肥満に類

する体重増加は体力的に考察しマイナスとなることが伺

われ，これには多くの要因が内包されると考えられるの

であるが，その中心は体重大ゆえの活動性への阻止，最

大酸素摂取量を基盤とした肺機能，呼吸循環系の能力低

下などに起因するものと推察される。

また，ローレル指数で120-129.130-139.群代が最

も体力的に優れ.170-179. 180群代が種目別体力にお

いても最も劣って，男子と同様な傾向にあり，体力的に

は学令期児童・生徒と比較的し幾分るい痩側にかたよ

り，発育期と衰退期の相違も考えられ，学令期よりは幾

分，細型のからだっきが機能的に高い傾向にあることが

男女ともに推測された。

3) ローレJL.指数による年代別体力

図8-図13はローレル指数別による各年代の体力をT

スコアで示したものである。男子2)と同様にローレル指

数109・110-119・170-179.180の各群においては年代

により被検者の少数から平均値が個人の値に近く.Tス

コア値も巾広くちらばりを見せ，また，個人のもつ体力

もすべての機能に一定した水準の機能をもつのではな

く，急歩に優れても垂直とびは劣るなど個人の体力の複

雑さ，多様さをもっ被検者が多いことが伺がわれる。

30-34才代(図8)では例数の少ない110-119以下，

180群を除いて考察すると.160-169群の握力，急歩の

Tスコア値に高低が認められるほかは各ローレル指数群

とも大体盤った体力にある。また，形態に比絞的関連高

いと考えられている機能である握力，急歩においては，
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形態からの有利さは明らかでなく，傾向としてローレル

指数で120-129. 130-139. 140-149の3群でやや高

く.150-159以上群は体重増加とともに幾分低い体力を

示し，減少曲線も平坦的で形態に影響される様相は少な

L、。

35-39才代(図9)では110-119以下.170-179以上の

両端に体力的な変動が伺えるほかは比較的一定レベル範

囲に体力が内含される様相にある。屋力においても形態

からの握力増は伺えない。全体としては体重増加ととも

に機能低下が箸しい傾向にあるが，ローレル指数109.

110-119. 170-179の3群は被倹者も極端に少なく，

これを除けば体重増加に伴なう逓減曲線は緩い様相にあ

るものと推察される。

40-44才代(図10)では被検者69名のうちローレル指

数109.110-119群に入る被検者は1名もなく.180群が

5名と増加し，中高年女子の肥満傾向が如実に現われて

いる。機能面では反復横とび，垂直とび，ジグザグ・ド

リプル，急歩の各機能が肥満の方向に進むほど急激に低

減するのに対して，掻力だけはローレル指数値150-159

群を交点に肥満するほど漸増し，ほかの年代に比較し明

瞭に体重大と櫨力大の図を示した。

45-49才代(図11)では30.-34才代.35-39才代.40 

-44才代とは幾分異なった傾向を示し，肥満傾向に伴な

う体力低下の様相は顕著ではない。全般的に優れた体力

を示す中庸的な形態群より，肥満体とされるローレル指

数160-169群で高い体力値を示し.170-179群を除けば

体重増加ととに体力が上昇傾向にあり，体力が形態因子

よりもほかの因子に左右されているものと推察された。

50-54才代(図lのでは各群とも被検者例数が少数に

わたるのであるが考察すると，肥満するほどに体力の低

減は急激な様相を示し，太り過ぎによる機能低下は著し

い。全体的に眺めると種目別の体力に感じられた形態に

左右される機態，または肥痩ゆえに有利な機能というべ

きものが明確には認められず，女子の場合，年代別に考

察すると特にその傾向が強い。これは女子は男子に比較

し体重因子による影響は少ないとも考えられ，日本人の

生活意識，スポーツ行動などによる資料，文献3)4)むな

どからもわかるとうり，女子ではるい痩..肥満いずれ

の場合でも目的は何んであれ日常のスポーッ，運動に励

むこと， または運動不足に悩むことなどは皆無に等し

く，このような状況が個人的な体力低下に連がり，るい

痩，肥満に関連なく体力が平均化される結果ともなって

いるのではなL、かと推察される。

55-59才代〈図13)では被検例数が20名と少なく，ロ

ーレル指数で~ 110-119以下と 170-179以上は該当者な
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く，合計点曲線もM字型を示し，波状的ながらも体力低

下の様相が感じられる。全体に反復横とび.ジグザグ・

ドリブノレをはじめとしてTスコア値の上下の凸凹も激し

く，高令になるほど体力の優劣を決定する因子の複雑

化，多様化が感じられ，老令化するほど個人の体力を左

右するものは形態以前の因子によるのではないか推測と

される。

3. 要 約

地方都市における中高年女子420名を対照に，ローレ

ノレ指数別に9段階に分類し，男子同様に形態と体力との

関係について考察し次の結果を得た。

1 )中高年女子の形態別にみた体力は，男子と同様にロ

ーレル指数で.110~119 ， 120~129 ， 130~139群のやせ型

の形態を示す者が総じて優れた体力を示した。

2)種目別の体力では，握力を除きローレル指数による

肥満傾向が強くなるほど機能低下は明瞭に現われ，特に

垂直とび，反復横とび，急歩はその傾向が大きい様相を

示した。

3)年代別の体力では， 40才以前では太り過ぎによる体

力低下の傾向は感じられたが，るい痩者，中席者，肥満

者いづれも体力的に大きな聞きは見られなかった。

4) 40才以後では，各年代で肥満の場合でも体力的に優

れる群が多く見られ，中高年女子の場合，体力決定因子

に形態(ß~痩〉は大きく影響はするが，高令者では形態

のほか他国子が加わり，体力要因は複雑化，多様化する

傾向を示した。

5)女子中高年者の体力の大体の概要を把握することが

できた。

稿を終るにあたり，種々御指導を賜わった秋田大学教

育学部教授・対馬清造先生，資料集収に御協力下さった

県立体育館・嘉藤音作先生に深甚なる謝意、を表します。
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